
水中不分離性コンクリート充填による S/C内止水技術の開発 
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Development of water sealing method for S/C by filling up with anti-washout underwater concrete 

(13) Water sealing performance of anti-washout underwater concrete for quencher and strainer in the real 

scale S/C model 
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福島第一原子力発電所事故に伴い発生した原子炉格納容器内の燃料デブリを冠水工法で取り出すため，

圧力抑制室(S/C)内の漏えい箇所に水中不分離性コンクリートを充填し止水する計画がある。本試験では，

この計画の成立性を確認するために，漏洩経路となりうる S/C 内に存在する構造物の一部を模擬した実大

模型を製作し，コンクリートの充填性，止水性を確認したので試験内容，試験結果について報告する。 

キーワード：福島第一原子力発電所事故，燃料デブリ，実規模 S/C模擬水槽，止水，水中不分離性コンクリート， 

クエンチャ，ストレーナ  

1. はじめに 

S/C内充填水の漏えい経路となる S/C内構造物の開口および 2 号機で想定される損傷部を閉塞・止水する

ため，構造物の開口部を模擬した実規模（1/1スケール）S/C模擬試験体にて水中不分離性コンクリートの

充填性および止水性を確認した。 

2. 試験内容 

試験は，図１，２に示す水槽（半円内径 8.9m×延長 14.1m）内に，クエンチャ，ストレーナ（図３），損

傷開口部（φ50mm）の模擬体を設置し水槽の片側の 1ヶ所から通常の建設工事に用いるコンクリートポン

プ車を用いて水中不分離性コンクリートを打込んだ。 

コンクリートは時間当たり 42cmの打上がり速度で打込み，模擬損傷孔および模擬ストレーナからの漏水

（75L/min）の止水を確認した。さらにコンクリート硬化後，クエンチャ模擬体内部に加圧注水を行い，圧

力と注水量の計測から十分な止水性が確保されていることが把握できた。 

3. おわりに 

上記試験により実機に対し，本試験で使用した水中不分離性コンクリートにてコンクリートの充填性，

漏洩部の止水性を確保できることが確認できた。なお，この成果は，経済産業省／平成 27 年度 廃炉・汚

染水対策事業費補助金により得られたものである。 
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図１ 試験水槽平面図            図２試験水槽鉛直断面図    図３ストレーナ、クエンチャ模擬体        
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